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B－33 樹 脂加x.｡布ヵヽ ら認知｡する'ホ･レム~r Iレデヒド･に対t  る洗 た<  の影 響 と

洗↑こく後 の経吽 灸化　e  太々大家政o 貴太千賀5･　 増} 鯉ヽ芙　 中面茂3

日的 最近，m 脂加 工布 から遊離 するit; ･し/ムア,レデt  ド'の人体への影響 が'問蕪 にな

り,各所T･珊 暁 が違約らit てい る.   その中で洗たく により遊舞広iレムアJレデヒド が'かな

') 除 去T  れるヒいわ爾マい るが.   やれ吠 副レム？)レデヒド の越 誕にと･,)程度抑 明力 を

・もつ(?) か. まTこ敢ll やフィロ ンによ<) どの雅 農ふ↑こむび遊 離 するのかを被計するr'こめ。

充↑こく処理後の放^ による遊知ホ,レムア,レデ ヒド-f-の藤時変化 ，お よびフィロ ンの熱

による遊離状態K 剰曳 するこ ヒt 試 み↑こ。

方法(1) 試布t しT  13:.  市 販の各種繊維の布 十教権およぴ･T I ぶ茲 に基づき｡3種 の

樹 晦加工剤 色用いて誦製 した レーヨ ンおよひ･綿の樹 脂加工布 左用 いTz 。暴度条件 左蚕，

秋 冬の気羞に設 曳し,試 布r  とにビニ ー･レの袋 にX れ-c雅 置した 。(な)茄rこく条件ぼ洗制

濃 度包O.l'/,  fcし筑たく機 にJr 4 嘸庭洗 たくに専じrこ。(s 遊篇ホ レAT' レデヒド` の刑定

方法 はJ  I S 改良法( 第25 回家政 唯会総 会に７ 発表廉 み.) に従い. 洗↑べ 直後 から

3,5  日呂,    l,2．3.4週間後，2,3  ヶ月後 にわiこら酋剱 ホ)レムア)レデヒド看 の経吽変化

古刺 史レ まμ 洗むく後 の？ イ。ン,)影 響と被 討 した。

結果(1) 一報 的に. 恚rこく によ'; 遊勉 か レム?  ﾙ ﾃﾞt  ﾄﾞ゙ -I-は非%  に蔵 φヽ する吼3

^ ワB  まrりこ急雅 に上昇し かつ々れ以後も上昇す る。W ホ)レAT  )レデヒド'の遊 離は，

布<n みヵヽ れTこ遣彦希件，特 に初期温農に鳶右 さ れろ，0) 樹 脂加工剣 の糖頻 により 認鯉

亦;レムアルデヒド 量。経時変化の様 相が大さく果な ゐ。(4) まむ アイロ ンの熱 によ').

か^i '} 遊離量 の増加官み らーれる。

B －34  樹 脂加T- 布 吟^･ 勝 離 ホ、レc^J  Iしデ とP･ 含 有i:  t  7 j しわ・Ti 緬征

日 本そ 大'h  攻、o 増?  志美　 寺 本 千賀 ふ　ff  *･ ベ ｝

Ｂ的　 最追 め ち販斟 脂加ｴｰ 布 にお い 乙| 目ちVヽ量 の遊ill 朱･レレヽ 了･しデ' t r` H't-雑t  7

へu も(f<   がりヽV  'I  め駄 あ 、Ts *､ヽ、i  れ4  血 献 本 、レ･、T 
，
レテ･t ﾄﾞ` f  と酋 レド ・紺 綿 仁 と

のI* 連 住 め有走,     IT-. .    秀Ik 樹鴎*p エ_布I'- おIT  り 沁季以 ム追剰 な耐 脂*≫ エ初 、付^  ．

可 吃 柱にｰ、い7  齢討 を行り ．T;.

古湾、 与咳・$ 一it斟it ■Hに 布A.  ひ回` い; 汪l--叱,  7 、 クリii  考ザ ー･（ メ 峰P  －)レ

メ7     ミ ン,  尿i: 樹 脂加 工剰 の蚕ヵr 府 脂 細 工 を迦 リ'- 稗･  t

fe 今 の咆 触い レ しヽ T II、 ｙ･ し ﾄﾞ' t,  n レら 収縞 李A  に戮 物 全､支,    糸 の へ? 、れ ト

稀 戌` 苓・ 冽L  t 行V  ■> た. 並 離ぷ 、・しへt ，・?･■ t ドi り え-i  仔,   苓北R  日本求 政t

冷 にμI ， ？聡i  I T;  i ふ.    ヽ ?。 肥、 刺t  は.    *; れ やれ 。T    I   ぶ,'t に叱 、ト 。?  T-.

ン？Iレ必一好 を支7% し･-    支?t  お 匯 ／･酋 レお 住 の匹 政t  ほり 、ト 。
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転 業　 酋 レｈ ・?i  絢 れ才I*]  I 7 ( ．、 群#B  n  エ．<  ̂弛 、 痢 仰 ・ 捧 べ 上- ・il  固} ヽ≪ヽ '肉 ぷ- (

1  れ 斡 で･あ る■l,^^、J れi, を 彦 屎(7t 、 宿nto エ｡■hf * バ ≫ 色 紅;f; 1・ 乙へ7  、レ テ･t   ド-f  k

酋 レ わ ■ n  脇 祚k  ^  f

0＼   %   Iレ しぺT    ･・ デ"  一卜f   ,     斡 し お ■ n 瑞 仁 、^ 、 それI,  ff> ／ 、 七jン ク吋 走?t  に あ る 灸c と

め 砧 蔀 い っ ‥ マIT,       3 雅 枝 ク､恂ft  卯-ﾆ｡剣 。 う ち、 メ 今 。 －、レ メ'7     ミ ン と永 末 斟n Of L-

剌 に あ り も<^ IT-、 匹 か 社 友 を 示レ 、r  'I -t キT 一 心・ み、f, ,   7  n f' *'■''、i  れ ら ？雅 碩

(; I- 'I 調 唇 ド; 斟i1 ≪oｴｰ 布( 丿 こ'/ ネ7  れ い 祀 々 。 鉢業 け、 い 及､7ヽ ふ 難 両 班 の斟 随nii' エ

艮(rue  い 奄a  陵 処 縁 叫t  砥 を 一如 と らヽ ろ ぶ う[ ＼ に わ れ る.


